
国立大学図書館協会地区協会助成事業（東京地区）研修企画

「協働のススメ：つながる・つなげるライブラリアンを

目指して」を企画して

餌 取 直 子，佐 藤 寿美子，佐 藤 亮 太
澤 木 恵，西 山 朋 代，松 原 恵

抄録：2013 年 2 月に国立大学図書館協会地区協会助成事業（東京地区）研修企画として「協働のススメ：

つながる・つなげるライブラリアンを目指して」を開催した。企画メンバーの結成から，企画の検討，当日

の様子，参加者の感想や企画メンバーによる振り返りを時系列に沿ってまとめ，報告する。
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1．はじめに

1.1 本事業について

平成 26 年 2 月 19 日，お茶の水女子大学図書館

キャリアカフェにて，国立大学図書館協会東京地区

協会（以下，東京地区協会という。）主催の研修

『協働のススメ：つながる・つなげるライブラリア

ンを目指して』を開催した。本研修は，平成 25 年

度国立大学図書館協会地区協会助成事業に，東京地

区協会として応募し，事業費の助成を受けて，東東

京に位置する大学のメンバー 6 名が企画・運営を

行ったものである。

研修参加者数は国立大学を中心に募集した結果，

国立大学以外，図書館職員以外の人も含め，最終的

には 26 名となった。講師，話題提供者，ワーク

ショップ監修・進行担当者，運営スタッフを含め総

勢 39 名が研修に関わることとなった。

また，この研修を企画・運営・報告すること自体

が東京地区協会の若手職員の OJT として位置づけ

られており，本稿はこの OJT の総括の意味も込め

て，研修の企画，立ち上げ，準備，運営当日の様子

など報告するものである。なお，本稿で示す所属は

平成 26 年 3 月現在のものである。

1.2 企画概要

研修テーマは「協働」とし，理論・事例・体験の

3方向から「協働」についてアプローチすることと

した。当日は大きく 3部構成に分かれており，理論

である講義，事例である話題提供，体験であるワー

ルド・カフェ形式のワークショップを行った。

講義や事例報告など話を聞く時間ばかりにならな

いよう，参加者同士がなるべく多くの人と意見交換

できるワールド・カフェの時間を多めに取り，プロ

グラムの最後には，各参加者が研修に参加して学ん

だこと気づいたことなどを明日からの仕事や行動に

どう生かしていくかの決意表明として「宣言シー

ト」に記入した。

以下に参加者募集時に配布した開催要項と当日の

プログラム（表 1）を挙げる。

［開催要項］

◆研修テーマ：「協働のススメ：つながる・つなげ

るライブラリアンを目指して」

◆主催・企画：国立大学図書館協会東京地区協会企

画・運営スタッフ

◆企画背景・主旨：学術情報の電子化やオープン

化，教育・学習スタイルの変化，グローバル規模の

競争の加速，大学への社会的要請の高まり等，大学

を取り巻く状況は大きく変わりつつあります。この

ように複雑化・多様化する環境の中においては，図

書館においても，チームで働くこと，また図書館以

外の人びとと協働して取り組むことが今後より重要

となってくるのではないでしょうか。

いかにしてよりよく協働していくか，大学図書館

職員ひとりひとりが考え，経験し，経験からの学び

を共有し，また振り返り，そして次の行動につなげ

ていくことが求められているといえます。

他の人びととの「協働」について改めて考える場

を提供するため，以下のとおり研修を開催します。

理論・事例・体験の 3方向から「協働」にアプロー

チし，実践に活かせるようになることを目指しま

す。

◆開催日時：平成 26 年 2 月 19 日（水）10：00〜

17：00

◆開催場所：お茶の水女子大学附属図書館 キャリ

アカフェ

◆参加対象：国立大学図書館協会東京地区会員館に

所属する職員・国公私立大学等の教職員，学生
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2．企画立ち上げ

2.1 立候補と企画スタート

本企画では，国立大学図書館協会東京地区に所属

する各機関から企画委員として若手職員の参加を

募った。平成 25 年度は，東京大学，東京医科歯科

大学，東京藝術大学，東京工業大学，東京海洋大

学，お茶の水女子大学の 6大学から各 1名が企画委

員として参加した。

参加メンバーが決まったところで，平成 25 年 9

月 6 日，世話役であるお茶の水女子大学図書・情報

チームリーダーの森氏より全員にメールがあり，こ

こから本企画が始まった。

2.2 平成 24 年度からの引き継ぎ

キックオフミーティングに先立ち，メンバーの自

己紹介と前年度からの引き継ぎをメールにて行っ

た。前年度企画委員の世話役であった一橋大学学術

情報課長の小陳氏，前年度の研修企画委員会メン

バーとも情報交換を行い，前年度に作成された東京

地区協会主催研修の広報用 Facebook ページを引き

継ぐことを決定した。Facebook ページは広報手段

として有効活用できる媒体であり，前年度のアカウ

ントを引き継ぐことにより，前年度に関心を持ち

「いいね！」を押してフォロワーとなった人々に継

続的に情報提供をしていけるというメリットが挙げ

られた。

同時に，委員会の名称（コクダイマルケン）やロ

ゴも引き継ぎ，継続的に使用できるようにした。

2.3 キックオフミーティング

以下，時系列で検討のプロセスを紹介する。

キックオフミーティングでは，事前にメールで役割

分担を割り振り，各自事前準備を行ったうえで，

ミーティングに臨んだ。キックオフミーティング

は，今後，企画・運営を進めていくために必要と考

えられる事柄を決定するために行った。すなわち，

今後のスケジュール，役割分担，共同作業方法，そ

して研修のテーマや手法などである。

はじめに，改めてどのような事業としての研修企

画であるかの確認と，スケジュール案の確認を行っ

た（表 2）。最終的には若干前後したものもあった

が，概ねこのスケジュール通りに進行した。

役割は，チーフ，サブ・チーフ，広報，連絡，グ

ループウェア，会計の 6つに分け，割り振った。ま

た，各ミーティングの準備および運営については，

ミーティング会場の委員が担当することとなった。

本企画メンバーは全員の所属する機関が異なるた

め，進捗状況および各種書類・資料を共有する場が

必要と考えられた。そのため，共同作業方法を考え

る際に，オンラインで使用できること，という前提

条件を設定した。連絡には Facebook のグループ機

能とメーリングリストを併用し，各種ファイルの共

有にはDropbox を用いることとした。

また，受講者への広報としては Facebook ページ

を活用することとしていたが，申込等については別

途問い合せ用メールアドレスを用意し，連絡手段と

して用いることとした。

最後に，研修のテーマおよび手法について，検討

を行った。
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開会10：00-10：15

受付9：30-10：00

表� プログラム

13：30-16：50

【事例編】話題提供
③伊達精也（東京海洋大学）：他部署
職員との協働
④十枝菜穂子，小野寺咲紀（お茶の
水女子大学附属図書館 LiSA）：学生
との協働

12：50-13：30

【理論編】レクチャー「コラボレー
ションを促す場のデザイン」
講師：安斎勇樹（東京大学）

10：15-11：15

閉会16：50-17：00

【体験編】ワールド・カフェ
監修・進行：安斎勇樹・和泉裕之
（日本赤十字看護大学）

【事例編】話題提供
①阿児雄之（東京工業大学）：博物館
との協働
②谷奈穂（千葉大学）：教員との協働

11：15-11：55

休憩・昼食11：55-12：50

・テーマ決定
・ワークショップ
の方向性
・講師人選

10 月初旬

・キックオフミー
ティング

平成 25 年
9 月 30 日

表� スケジュール案

平成 26 年
1 月初旬

・国立大学図書館
協会に申請

12 月下旬

・講師決定10 月下旬

・報告書作成2月下旬

・当日準備・当日2月中旬

・講師正式依頼

・会場決定
・ワークショップ
内容決定
・講師紹介作成

・講師依頼
（打診）

11 月初旬

・広報
・レジュメ作成

12 月初旬



2.4 研修のテーマおよび手法の検討

検討手段としては，ブレインライティング
1）
とい

う手法を用いた。これは，「沈黙の中で行うブレイ

ンストーミング」として創案された手法で，指定の

用紙に全員でアイデアを書き出していくものであ

る。ほぼ初対面の企画メンバーが，互いに遠慮せず

にアイデアを出し合うのには適していると思われた

ため，採用した。参加者は制限時間内に決められた

個数のアイデアを書き，その紙を次の人へと回す。

「6・3・5 法」と呼ばれる 6 人で同時に 3 つずつの

アイデアを 5分間で考え，順次隣に回していく手法

がその基本だが，キックオフミーティングの際には

委員 6名と世話役の森氏の計 7名で行った。

すべての用紙が埋まったところで，今度は手元の

紙に書かれたアイデアのうち，実現したいもの，興

味のあるものに印をつけ，順次隣に回した。全員が

すべてのアイデアを確認した後，アイデアを以下の

8カテゴリに分類した。

協働／キャリア／コンテンツ／場・空間・デザイ

ン／サービス／連携／教育・研究／その他

このうち，3 人以上から印がつけられていたもの

について，詳細な検討の材料とすることとした。こ

のとき，各アイデアの数およびそれらにつけられた

印の数がもっとも多かったカテゴリが「協働」で

あったため，平成 25 年度の研修の仮テーマを「協

働」に設定した。

しかし，キックオフミーティングでは具体的な検

討まで進めることができなかったため，後日，第 2

回ミーティングにおいて続きの議論を行い，平成

25 年度の研修は「協働」という大きい枠をテーマ

として開催することを決定した。講義については，

コーチングやファシリテーションに関わる内容を希

望する意見が多かったため，それらを専門としてい

る方に依頼することとした。また，第 1回ミーティ

ングのブレインライティングで出された開催形式や

講師に関わる意見の中から，以下の 5つを採用する

こととした。

・ワールド・カフェ方式

・決意表明コーナー

・勉強したくなる雰囲気を実践

・ロールモデルとなる先輩からの話

・できれば「先生」よりもっと図書館員に近い人

に講師を依頼したい

さらに，決定したテーマおよび形式をもとに，研修

当日のプログラムはおおむね以下の内容とすること

とした。

3．試行錯誤期〜話題提供者，講師探し

研修テーマおよび当日の大まかなプログラムを決

めたことにより，外部に依頼する必要があるのは，

「ファシリテーションに関する講演」の講師と，話

題提供者に決まった。

講師に関しては，ワークショップデザインやファ

シリテーションに関する研究や教育に関わっている

若手の研究者に依頼する案が出され，最終的には平

成 24 年度の東京地区研修のワークショップ講師を

された舘野泰一氏（東京大学）のつながりで，東京

大学大学院学際情報学府博士課程の安斎勇樹氏に依

頼した。また，安斎氏の紹介で，ワールド・カフェ

形式のワークショップに詳しい日本赤十字看護大学

の和泉裕之氏が参加することになった。

話題提供者の選定にあたっては，まずメンバーが

テーマである「協働」について，興味のある事例や

話を聞きたい人を挙げていくことから始めた。挙

がったものとしては，

・千葉大学や東京女子大学の図書館等の，活動実

績がある図書館の事例

・建物の新築やリニューアルを行った図書館の活

動

・大学内の教育推進室，教育センターとの協働

・図書館と学内の他施設（博物館等）との協働

・ラーニングコモンズにおける事例

・図書館から異動した人から見た図書館

・学生サポーターや学生ボランティア

・図書館間同士での協働事例

・他部署の職員で積極的に活動をしている人の話

を聞いてみたい

などがあった。これらのうちからメンバーがそれぞ

れ興味のあるテーマを選び，どうしたら具体化でき

るか調査を行い，話題提供者を選定していくことに

した。ただし，興味のある事例は全国に散らばって

いるが，事業の予算上，話題提供者は関東地区内か

ら選ぶこととした。

話し合いはミーティングに加え，Facebook 上で

も活発に行った。先に挙げたテーマ以外にもいくつ

もの案が挙げられ，調査を行い，実現可能かどうか

大学図書館研究 CII（2015.4）
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イントロダクション（ファシリテーションに
関する講演）
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ワールド・カフェ（数セッション）6

話題提供（数テーマ）

ワールド・カフェについての説明2

自己紹介替わりのワールド・カフェ3

ラップアップ



検討を重ねた。検討の結果，この時点でのテーマは

「教員と職員の協働」「他大学間の職員交流」「学内

他施設との協働」「学生協働」となった。

この内「教員と職員の協働」「学内他施設との協

働」については，テーマと話題提供者が同時に決ま

り，依頼を行った。また，「他大学間の職員交流」

のテーマは「他部署職員との協働」に変更し，依頼

を行った。「学生協働」については，多くの事例が

あったが，お茶の水女子大学の「LiSA」に依頼を

することになった。

これで話題提供のテーマと人が決定した。当初は

様々な提案があったが，結果的には話題提供者は全

員，メンバーの所属大学関係者になった。このこと

から，このような研修を企画するには，他大学や他

図書館の動きに普段から広く目を配る必要はもちろ

ん，身近なつながりを大切にすることの重要性を感

じることとなった。

4．企画の深化

当初より，企画メンバーの間では，この研修を講

演会や事例報告会ではなく，ワークショップとして

行おうと考えていた。しかし，いずれのメンバーも

ワークショップを企画運営した経験はなく，手探り

であった。

「協働」事例の紹介を行ったり，安斎氏によるコ

ラボレーションに関するレクチャーを設けたり，異

なる価値観の人々との対話を行うワールド・カフェ

を行おうという各構成要素は早い段階で考えてい

た。ワールド・カフェとは，「メンバーの組み合わ

せを変えながら 4〜5 人単位の小グループで話し合

いを続けることにより，あたかも参加者全員が話し

合っているような効果が得られる会話の手法」
2）
で

あり，様々な大学から参加者が集まるものの，全員

でコミュニケーションをとる時間が限られている本

研修においては適切であろうと考えられた。また，

ワールド・カフェは「オープンな話し合いの場を創

造し，協力の仕方を明確に示す」
3）
ことに効果的と

され，本研修の「協働」を組織で実践する際にも，

ワールド・カフェ的対話の方法を知ることは有益な

のではないかと考えられた。

なお，「協働とは何であるのかを考え，いかにし

てよりよく協働を進められるかを学び合う」という

学習目標は当初から考えていたが，ワークショップ

の活動目標を組み込んだ全体的なコンセプトに基づ

き意図的に構成を考えるという点においては，ワー

クショップデザインを依頼した安斎氏，和泉氏によ

るところが大きい。

4.1 講師との打ち合わせ（第 1回）

12 月，安斎氏，和泉氏との打ち合わせを，東京

大学情報学環福武ホール「学環コモンズ」にて行っ

た。

全体的な説明を終えるとすぐに，「問いは何なの

か」と問われた。

ワークショップにおいては，「問い」が最大のポ

イントとなるという。その場で参加者が何を考える

のか。ワークショップの最後に，何が現れるのか。

参加者が何を得て帰るのか。それを明確にすること

こそ，ワークショップの成否を分けるポイントだ。

安斎氏，和泉氏との打ち合わせは，この「問い」を

深め，共有する対話の機会となった。

当初，企画メンバーが考えていた「問い」は，

「協働とは何なのか？ いかにしてよりよく協働を

進められるのか？」というものであった。しかし，

ともすれば「協働すべきだよね！」「協働事例すば

らしい！」と無批判に肯定しがちな「協働」という

ことについて，一度疑ってかかる必要があるのでは

ないか。「協働」と一般的に言われていることがら，

たとえば他部署との協働や教員との協働，学生協働

などは，確かに「協働」のひとつの事例であるが，

本当に「協働」とはそれだけなのか，実は日頃の仕

事の中で，「協働」――異なる価値観をもつ人びと

と，価値観や言語をすりあわせつつ共通の目標に向

かって協力して働くこと――を無意識に行っている

のではないか。また，「協働」は目的ではなくビ

ジョンを実現するための手段であろうと思われる

が，ときにそれが，目的と捉えられてしまっていな

いか。

そのように考え，この研修では，安斎氏のレク

チャーで協働する場のデザインについて学び，4つ

の話題提供によって多様な協働の事例を知った後

で，我々はいかに協働するのか――それはとりもな

おさず，我々はいかに働くか，ということでもある

と思われるが――ということを多様な観点から考え

てみる場を設けることとなった。

4.2 講師との打ち合わせ（第 2回）

12 月の打ち合わせ後，約 1 か月の間，Facebook

グループで意見交換を行い，和泉氏から提示された

ワークショップデザインの原案をもとに企画メン

バーで検討しつつ，最終的な流れを決定した（表 3）。

安斎氏，和泉氏との 2回目の打ち合わせは，研修

会場でもあるお茶の水女子大学附属図書館キャリア

カフェにて 1月に実施した。

研修全体の流れ，ワールド・カフェの流れなど，

全体がよく統合されたものになるよう配慮する必要
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があった。また，ワークショップは，参加者の属性

をよく考えておくことが重要である。たとえば、

「参加する大学図書館職員という人々はどういう

人々なのか」「積極的にワークショップに参加して

くれる人々だろうか」「その人々はこういう問いを

投げかけたときにどういう話をしそうだろうか」な

どを考える必要があった。

企画メンバーの 6人も，それぞれ別の大学に勤務

し，勤務年数も 1 年から 20 年と幅広く，その経験

や価値観は様々であった。したがって，「協働」に

対する考え方も，ワークショップの流れに対する印

象も異なっているのではないかと思われた。そこ

で，この打ち合わせでは，企画メンバーのそうした

理解の違いを互いに認識し，必要な部分はすり合わ

せができるよう，実際にワールド・カフェを小規模

に試行した。実際の研修をイメージするための重要

なプロセスであったように思われる。

ワールド・カフェのデザインと並行して，安斎氏

のレクチャーのテーマ，アイスブレイク的なワーク

など，研修企画全体の構成を検討した。また，会場

では音楽を流すことや，「宣言シート」の共有方法，

会場配置やグループ分け，会場配置や設備，小道具

の確認など，細部まで検討した。研修をはじめて企

画した者としては，これまで自分自身が受けてきた

研修がいかに念入りに準備されてきたものであった

かということを実感することができた。

4.3 検討のプロセスを振り返って

安斎氏は，コンセプトの生成，プログラムの作

成，メインから細部へと段階を踏んだワークショッ

プ企画プロセスを説明している
4）
。それによれば，

コンセプトは活動目標と学習目標から成る。活動目

標は「非日常的かつ内発的な楽しさを持つもの」，

学習目標は「参加者にとって日常に意味をもたらす

もの」であることが好ましく，また，学習目標と活

動目標は互いに結びつき，パラレルに生み出されて

いくものであると述べている。

今回の研修企画においては「協働とは何であるの

かを考え，いかにしてよりよく協働を進められるか

を学び合う」というものであり，参加者にとって日

常に意味をもたらすものであったといえる。一方，

活動目標は，安斎氏という他分野の専門家によるレ

クチャーは非日常的なものであるといえるし，安斎

氏，和泉氏により綿密にデザインされたワーク

ショップは内発的な楽しさを持ちうるものであった

と思われる。

また，プログラムの基本モデルは，安斎氏によれ

ば
5）
，「導入→知る活動→創る活動→まとめ」とい

う流れであるが，本研修にあてはめればおおむね表

4のようになるだろう。

実際の企画においては，必ずしもこのようなプロ

セスを厳密になぞることができたわけではなく，企

画メンバーの手探りの状態からスタートし，途中，

安斎氏と和泉氏という心強い協力者を得た後は多く

を両氏に負うこととなった。企画メンバーの力不足
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・自らのイメージの明確化講
義での学びを言語化
・イメージを他者と共有する
ことで，同じ言葉に対するイ
メージの違いを体感
・ワールド・カフェを行うた
めの適切な空気感を醸成

趣旨説明とアイスブレ
イク

ねらい内容

表� ワールド・カフェの構成

ペアトーク

・ここまでの議論と「自分た
ちの生活・仕事・未来」がど
う繋がっているのかを考える
キッカケをつくる

ワールド・カフェ(3)
問い(3)「これからの
未来で，どんな働き方
をしていきたいか？」

・ワールド・カフェを行う上
でのポイントとルールをレク
チャー

ワールド・カフェの
ルール説明

全体シャッフルしながら共有ルックアラウンド

・自らの実生活と学びを結び
つけ活かしていけるイメージ
をもつ

宣言シート記入
問い(4)「明日から自
分 は ど う あ り た い
か？」

・自らの学びや気付きを再度
言語化しアウトプットする

・協働というテーマを自分
ごとに落とし，実体験と結び
つけて考える

ワールド・カフェ(1)
問い(1)「自分の体験
した協働の事例（良い
体験でも悪い体験でも
可）」

・テーマに関しての深い探求
心を駆り立てる

ワールド・カフェ(2)
問い(2)「職場におい
て，そもそも協働は必
要か？」

安斎氏によるレク
チャー＆ワーク

概要説明や文脈設定等導入

本研修プログラム内容基本モデル

表� プログラムの流れ

宣言シートの記入
と共有

創り出した成果物につ
いて発表・共有

まとめ

安斎氏によるレク
チャー＆ワーク，
話題提供

講義や資料の調査など
を通じた新しい情報の
収集

知る活動

ワールド・カフェ

集団または個人で新し
いものを創り出す活
動。ワークショップに
おけるメイン活動

創る活動



はあれど，安斎氏，和泉氏と対話を深めながらプロ

グラムを創り上げるプロセスは心躍るものであっ

た。

5．企画の実現

5.1 会場について

お茶の水女子大学附属図書館 1 階のキャリアカ

フェは，雲形の可動式テーブルと気軽に座れる椅子

が配置された開かれた空間で，飲み物を飲みながら

過ごすことができる会話可能なオープンスペースで

ある。ワールド・カフェで参加者の会話を引き出す

ためには，伝統的な会議室や講義室ではなく，「お

互いを尊重する気持ちを育むことができるもてなし

の環境と心理的な安心感を確保」できる場所が求め

られることから
6）
，工夫次第で柔軟に対応できるこ

の場所を会場に選んだ。また，カフェ的要素と「も

てなしの環境」を実現するため，ドリンクコーナー

を設けた。

なお，キャリアカフェは，その奥に配置されてい

るラーニング・コモンズ（PC コーナー）への通路

にもなっており，学生が会場のすぐ横を行き来す

る。参加者は，通りすがりの学生に見られる空間で

研修を受けることとなり，「見られる」ことによる

学習効果を体感できる場になったことも挙げておき

たい。

5.2 話しやすい雰囲気作り

安心感を提供するために実施したことを 2点挙げ

る。

まず，企画メンバーの服装について，堅い雰囲気

を出すスーツスタイルではなく，黒を基調とした服

にコクダイマルケンのシンボルマークをデザインし

た缶バッヂ（写真 1）を着け統一感を出した。この

バッヂは，講師や話題提供者にも身に付けてもらっ

た。小さなことではあるが，これにより，初対面同

士も多かった講師，ワークショップ監修者，話題提

供者，企画メンバー間に連帯感が生まれ，参加者側

にも和やかな空気が伝わり，安心感の提供に一役

買ったのではないかと考えている。この「連帯感」

という点では，当日のランチミーティングにおい

て，企画メンバーや講師らで同じテーブルを囲み，

大皿のサンドイッチをつまみながら打ち合わせがで

きたことも大きい。「同じ釜の飯を食った仲間」と

いう気持ちが自然に湧き，午後からの研修はさらに

スムーズに進行することができた。

2 点目の工夫は，名札である。白紙の名札用紙

に，参加者自身が書くという方式をとった。記入す

るのは氏名のみで，大学名や肩書きは書かない。企

画メンバーらの名札も同様にした。これにより，こ

の場においては大学の規模の大小や経験年数を意識

することなく，自由な雰囲気で発言する場であるこ

とが分かりやすくなっただけではなく，名前を書く

という手を動かす作業により，参加者の緊張感が和

らぐという利点もあった。

5.3 会場設営

スクリーンと講師用テーブルを前方に，参加者用

テーブルを後方に配置し，参加者には，ワールド・

カフェ 1 ラウンド目のグループごとに着席しても

らった。グループ分けに当たり，所属機関，経験年

数に偏りがないよう配慮し，各グループに 4〜5 名

を割り振った。

ワールド・カフェの際は，模造紙，8 色入りの油

性マジック，トーキングオブジェクトのクマのぬい

ぐるみを各テーブルに配布した。トーキングオブ

ジェクトは，対話を促し，互いの話を尊重するため

の小道具である。それを持っている人が話し，持っ

ていない人は話を聴く，というルールを作ること

で，話者は安心して自分の話を進めることができ

る。このルールはあくまでも対話を促すことが目的

であるため，テーブルでの会話が軌道に乗った場

合，トーキングオブジェクトはその役割を終える。

ドリンクコーナーには，湯沸かしポット，ス

ティックタイプのインスタントコーヒーやティー
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バッグ，紙コップ等を用意した。

5.4 研修当日

当日は，参加者がリラックスして講義を受け，話

題提供者の話に集中して耳を傾ける様子が見られ

た。午後からのワールド・カフェでは，ワーク

ショップ監修者による進行のもと，活発な意見交換

が行われた（写真 2）。

以下に各プログラムを紹介する。なお，各プログ

ラムの配布資料は，国立大学図書館協会のサイト内

にある東京地区協会のページで公開している。

＜理論編＞東京大学大学院の安斎勇樹氏による「コ

ラボレーションを促す場のデザイン」

「コラボレーションが生まれやすい場・生まれにく

い場とは何だろうか」という疑問提起から始まり，

学習環境デザイン論にもとづき，タスクのデザイ

ン，メンバーの関係性のデザイン，スペースとモノ

のデザイン，そして創造的な風土のデザインについ

て講演いただいた。受講者が具体例を出しあいコメ

ントしあうワークも行った。

＜事例編＞話題提供

東京工業大学博物館特任講師の阿児雄之氏，千葉大

学附属図書館の谷菜穂氏，東京海洋大学企画評価課

の伊達精也氏，お茶の水女子大学学生の十枝菜穂子

氏，小野寺咲紀氏より，それぞれの立場から協働事

例について報告いただいた。

＜体験編＞ワールド・カフェ

和泉氏，東京大学大学院の池田めぐみ氏の進行で，

協働のイメージ，自分自身が経験した過去の協働事

例，職場における協働の必要性，今後の職場での働

き方などについて他の参加者と話し合うワールド・

カフェを行った。終盤には，各人の明日からの具体

的な行動を表明する「宣言シート」の記入と，参加

者同士で宣言シートの内容を説明し合うワークを行

い，会場は大きな盛り上がりを見せた。

他の媒体に参加者の感想レポートが掲載されている

ので，そちらも参照されたい
7）8）
。

5.5 アンケートについて

本研修では，参加申込み時に事前アンケートを実

施し，受講生の属性（所属機関，所属機関地域，図

書館業務年数）と，自身の協働経験と職場における

協働取り組みの有無を尋ねた。

当日の事後アンケートでは，この研修会を知った

きっかけ（広報），参加理由，テーマ・各プログラ

ムの満足度等のほか，研修の効果を計ることを目的

として，「印象に残ったこと」，「得たこと・学んだ

こと」，「今後の仕事への期待」の 3つの質問を設け

た。アンケート結果の詳細は国立大学図書館協会東

京地区協会に提出した事業報告書
9）
にまとめたが，

以下に集計結果とその考察を簡単に報告する。

テーマと各プログラムの満足度は，「とても良

かった」「良かった」の合計が 100％となり，全体

の満足度が非常に高かったことがうかがえた。（と

ても良かった（4），良かった（3），悪かった（2），

とても悪かった（1）の 4点尺度で回答）

「印象に残ったこと」への回答（自由記述）には，

テーマ，話題提供，ワークショップそれぞれから挙

げられており，各プログラムに印象的な内容が含ま

れていたことが分かった。加えて，協働の理論やよ

りよい協働のコツが得られたという回答も複数寄せ

られていることから，本研修の目的である「理論・

事例・体験」の 3 方向から「協働にアプローチし，

実践に活かせるようになること」がある程度果たさ

れたことが確認できた。

「得たこと・学んだこと」への回答（自由記述）

には，「協働の広さに気づけたこと」「協働のあり方

について理解が深まった」など，文中に「協働」と

いう文字が含まれている回答が多かったが，中に

は，「物事の見方は人によって違うということ」，

「他の人がどのような課題を抱えながら働いている

か」，「他大学の人と話す楽しさ」など，ワーク

ショップでの対話からの気付きを挙げる参加者も複

数人いた。

また，事前アンケートで尋ねた「自身の協働経

験」，「職場の協働実績」との比較からは，自身や職

場での協働経験によって，今回の研修で得たこと・

学んだことには違いがあり，それぞれの経験に応じ

た学びがあったことがうかがえた。例えば，自身は

協働していないと認識している受講者の記述には，

協働における信頼関係やコミュニケーションの大切

さを学んだといった回答が見られたが，協働してい
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ると認識している受講者にはこのような回答は見ら

れなかった。その代わり，他機関の受講者と話し，

他の事例を聞いたことが参考になったという回答が

目立った。経験者にとっては協働において信頼関係

が大事であることは自明の理であるため，研修で改

めて学んだということはないが，それ以外の点で学

びがあったのではないかと推測される。

「今後の仕事への展開」への回答（自由記述）に

は，「できる範囲での協働を実現したい」，「自分の

できることから一歩ずつ」など，少しずつできるこ

とから積み上げていきたいという趣旨の回答が多く

見られた。また，「協働」に関して受講者それぞれ

が考え，何かを得たという回答が多く見られたこと

から，参加者ひとりひとりが，このワークショップ

を通じて普段からのコミュニケーションの大切さ，

視野を広げることの重要さを感じたと考えられる。

この研修が，自機関での協働をより良い方向で進め

るための何らかの力になれたのではないかと考えて

いる。

「その他，意見・要望・提言・今後受けてみたい

研修等」（自由記述）にも多くのコメントが寄せら

れた。この企画を実施したことこそが企画メンバー

の「協働」であり，「研修」であったことをメン

バー自身が深く実感していたところではあったが，

「職員が自分たちで自分たちのための企画を立てる

というのはとても意義深いこと」のコメントから，

そのことが受講者にも伝わったということが分かっ

た。また，「マルケンスタッフともっとからみた

かった」というコメントは，企画メンバーが企画運

営に徹し，ワークショップなどで受講者と混じりあ

うことがなかったことについての指摘だと思われ

る。企画メンバーも今回の反省点として挙げている

点であり，今後の同様の企画の際には留意してほし

いポイントである。

5.6 振り返り（第 8回ミーティング）

平成 26 年 3 月 4 日に最終ミーティングを行い，

企画の振り返りと事後処理について話し合った。

振り返りでは，アンケート結果を眺めながら，当

日の反省や感想を出し合った。良かった点として，

用途が限定されないキャリアカフェの使い勝手の良

さ，事後アンケートの満足度が高く，実際に参加者

が楽しそうであったことなどが挙がった。反省点と

しては，写真撮影などのために企画メンバーがワー

ルド・カフェに参加できなかったこと，対話の時間

だけではなく，個々人が内省できる時間も設けられ

れば良かったことなどが挙がった。このほか，自身

がこの事業を通して学んだことをどのように今後に

活かしていきたいかなどについて意見交換を行っ

た。

6．おわりに

本事業の間，本来は別々の大学で業務を行うメン

バーが集まり，ミーティングの合間や企画の内容に

ついて話し合っているとき，それぞれの抱える問題

を相談しあうことが何度もあった。メンバーそれぞ

れの体験談からその問題の解決方法を考えたり，解

決策が見いだせないもの，解決が難しい問題はその

話題自体を研修内容に反映させたりしたものもあっ

た。このような何気ないやりとりが，現在図書館の

抱える現場の状況や問題意識に則した研修企画をす

ることができた一因であったと考える。

企画メンバー間のみならず，講師や話題提供者，

ワークショップ監修者とも，情報交換・意見交換を

しながら企画を進めた。本研修における講師，話題

提供者の大半が，図書館関係以外の教職員および学

生であった。ともすれば図書館内で業務が完結して

いるように思われがちな図書館職員が，普段の業務

ではなかなか接することの少ないこうした人たちの

考えに触れ，互いに議論することで，図書館内だけ

に留まらない多様な視点と，「協働とはなにか」に

ついて考えるうえでのベースを獲得できるのではな

いか，と我々は考えた。そうした機会を本研修で受

講者に提供したい，協働とは何か考え直すきっかけ

としたい，という思いが企画意図のひとつとして

あった。

本事業は，「協働のススメ」という研修テーマを

掲げていただけでなく，研修に向けた我々企画メン

バー間の話し合いや，メンバーと講師らとの対話を

通して研修企画をつくり上げていく，そのプロセス

も，ひとつの協働のかたちを体現していたと感じ

る。そのなかで得られた気づきがあったからこそ，

今回の研修企画を概ね成功へと導くことができたの

ではないか。本研修の企画を通じて，協働とは大小

の差こそあるが，決して特別な，非日常的な活動だ

けではないということ，また，協働のきっかけは

日々の通常業務の中に潜在しているものであるとい

うことを再発見でき，研修の企画内容へと反映する

ことができたと考えている。

今回の事業のように，各大学の若手職員を集めて

研修を企画，実施するという手法は，実際の手順を

学ぶことができるという意味でスキル・ノウハウの

獲得ができるだけでなく，我々の興味関心から端を

発した内容を研修のテーマに設定でき，それについ

て人一倍考え，深く追求することができるものでも

あり，ただ用意された研修へ参加しただけでは得る
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ことのできないような貴重な経験を積むことができ

た。研修を終えて，本事業は研修参加者の成長はも

とより，研修を企画，運営し，ひとつのプロジェク

トをやり遂げることを体験できた企画メンバー自身

の成長につながっているということを実感した。

対面での話し合いの回数は決して多くはなく，当

日の運営に関しても反省すべき点は多々あった。し

かし，我々が職場に戻り同じような業務に直面した

際，本事業で得たこと，学んだことを活かして活動

できるに違いない。一つのプロジェクトをやりとげ

た，ということが，今後業務を遂行するうえでの自

信となっていくだろうと感じる。

以上のように，研修の企画段階から様々なコラボ

レーション，協働が発生し，参加者のみならず企画

メンバーにとっても非常に価値のある経験となっ

た。本事業を通じて，企画メンバーを含め，研修参

加者，講師，情報提供者など，本事業に関わった全

員が，さまざまな気づきを得られたと感じている。

また，本研修への参加者の多さから，他者との協働

が重要視されていることを改めて実感できた。現

在，図書館，大学，研究機関等，我々の取り巻く環

境は大きな転換点を迎えつつある。これからそれぞ

れの職場で，大小深浅さまざまな協働が行われてい

くだろう。本研修に関わった全ての人にとって，本

研修がその一助となれば幸いである。
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Megumi MATSUBARA

JANUL（Tokyo Regional Association）Training program&Cooperation : To be librarians who can

connect and lead-

Abstract：In February 2013, the Tokyo Regional Association, which is part of Japan Association of National

University Libraries, sponsored a professional development training program entitled 2Cooperation: to be

librarians who can connect and lead3. In this report, the authors provide a timeline on the formation of the

organizing committee, planning discussions, the day of the workshop, and reminiscences of participants and

organizers.

Keywords：training / cooperation / university libraries
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